
宮 城 県 ※Q１の回答は担当者の個⼈情報であるため省略。
Q5

防災・危機管理
部局職員総数

（⼈）

うち⼥性⼈数
（⼈）

はい いいえ Q3で「いいえ」
と回答

「災害対応⼒を
強化する⼥性の
視点〜男⼥共同
参画の視点から
の防災・復興ガ
イドライン〜」
を教材として活
⽤した。

「災害対応⼒を
強化する⼥性の
視点」実践的学
習プログラム
（令和3年5⽉）
を教材として活
⽤した。

研修・訓練の企
画から実施ま
で、男⼥共同参
画担当部局と防
災・危機管理担
当部局が連携し
て取り組んだ。

男⼥共同参画部
局または男⼥共
同参画センター
の職員が講師を

務めた。

男⼥共同参画部
局、防災・危機
管理担当部局以
外の、災害対応
を⾏う部局（福
祉・教育・保健
担当等）の職員
が参加した。

⼥性職員への参
加勧奨（広報、
声がけ等）を
⾏った。

その他

仙 台 市 36 5 〇 〇 〇
⽯ 巻 市 16 1 〇 〇
塩 竈 市 4 1 〇 〇
気 仙 沼 市 11 1 〇 〇
⽩ ⽯ 市 5 0 〇 〇
名 取 市 10 1 〇 〇
⾓ ⽥ 市 7 1 〇 〇
多 賀 城 市 15 4 〇 〇
岩 沼 市 5 0 〇 〇
登 ⽶ 市 7 0 〇 〇
栗 原 市 6 0 〇 〇
東 松 島 市 10 0 〇 〇
⼤ 崎 市 11 0 〇 〇
富 ⾕ 市 6 1 〇 〇
蔵 王 町 3 0 〇 〇
七 ヶ 宿 町 7 2 〇 〇
⼤ 河 原 町 3 0 〇 〇
村 ⽥ 町 3 0 〇 〇
柴 ⽥ 町 3 0 〇 〇
川 崎 町 2 0 〇 〇
丸 森 町 6 0 〇 〇
亘 理 町 4 0 〇 〇
⼭ 元 町 4 0 〇 〇
松 島 町 6 0 〇 〇
七 ヶ 浜 町 4 0 〇 〇 広報、ホームページ、ＳＮ

Ｓで広く募集した。また、
消防団、婦⼈防⽕クラブ、
婦⼈会へ⽂書により参加勧
奨を⾏った。

利 府 町 6 1 〇 〇
⼤ 和 町 4 0 〇 〇
⼤ 郷 町 3 0 〇 〇
⼤ 衡 村 1 0 〇 〇
⾊ ⿇ 町 3 0 〇 〇
加 美 町 5 0 〇 〇
涌 ⾕ 町 3 0 〇 〇 男⼥共同参画の視点による

災害対応研修に参加
美 ⾥ 町 8 2 〇 〇
⼥ 川 町 6 1 〇 〇
南 三 陸 町 4 0 〇 〇

本庁の⾏政職員のうち、防災・危
機管理部局に配置されている⼥性
職員の状況を教えてください。
（令和4年12⽉31⽇現在）

令和4年1⽉1⽇から令和4年12⽉
31⽇までの間に、職員に対し、
「男⼥共同参画の視点からの防
災」をテーマにした研修・訓練を

1回以上実施しましたか？

男⼥共同参画の視点からの防災研修・訓練を実施するにあたり、どのような取組を⾏いましたか？ Q4でその他を選択した場
合には回答をお願いしま

す。

市 区 町 村 Q2 Q3 Q4



宮 城 県
Q10

はい いいえ 防災会議委員
の総数（⼈）

⼥性委員数
（⼈）

はい いいえ Q6で「いい
え」と回答

Q8で「いい
え」と回答、
またはQ6で
「いいえ」と

回答

防災会議の委
員に関する条
例を改正し

た。

5号委員につ
いて、庁内職
員を任命する
際には、職位
に関わらず積
極的に⼥性職
員を登⽤し

た。

7号委員につ
いて、指定公
共機関⼜は指
定地⽅公共機
関から⼥性の
役員⼜は職員
を登⽤した。

8号委員につ
いて、⾃主防
災組織を構成
する者⼜は学
識経験のある
者のうち、⼥
性を積極的に
登⽤した。

防災会議の下
部組織（部会
等）や実質的
な事務を担う
幹事に⼥性を
登⽤した。

委員を公募
し、⼥性を積
極的に登⽤し

た。

専⾨性を有す
る⼥性の⼈材
リストを作成
し、関係団体
への⼥性委員
の推薦を要請

した。

男性委員に対
し、男⼥共同
参画の視点の
重要性につい
ての研修や情
報共有を⾏っ

た。

その他

仙 台 市 〇 41 7 〇 〇 〇
⽯ 巻 市 〇 64 11 〇 〇
塩 竈 市 〇 30 2 〇 〇
気 仙 沼 市 〇 46 12 〇 〇 〇 〇 〇
⽩ ⽯ 市 〇 34 1 〇 〇
名 取 市 〇 31 1 〇 〇
⾓ ⽥ 市 〇 30 3 〇 〇
多 賀 城 市 〇 30 3 〇 〇
岩 沼 市 〇 30 1 〇 〇
登 ⽶ 市 〇 33 1 〇 〇
栗 原 市 〇 49 3 〇 〇
東 松 島 市 〇 34 1 〇 〇 令和5年度から⼥性の委員を増

やす予定。
⼤ 崎 市 〇 57 7 〇 〇 委員の推薦依頼通知の際に男

⼥共同参画の観点から⼥性登
⽤の配慮をお願いした。

富 ⾕ 市 〇 27 6 〇 〇
蔵 王 町 〇 15 3 〇 〇 〇
七 ヶ 宿 町 〇 20 1 〇 〇
⼤ 河 原 町 〇 30 2 〇 〇
村 ⽥ 町 〇 17 0 〇 〇
柴 ⽥ 町 〇 0 0 〇 〇
川 崎 町 〇 23 2 〇 〇 ⼥性のみで構成される2団体の

代表を会議の組織員とした。

丸 森 町 〇 22 1 〇 〇
亘 理 町 〇 30 5 〇 〇 〇
⼭ 元 町 〇 30 3 〇 〇
松 島 町 〇 18 1 〇 〇 〇 〇 〇
七 ヶ 浜 町 〇 20 3 〇 〇
利 府 町 〇 20 3 〇 〇
⼤ 和 町 〇 24 2 〇 〇
⼤ 郷 町 〇 0 0 〇 〇
⼤ 衡 村 〇 15 1 〇 〇
⾊ ⿇ 町 〇 26 2 〇 〇
加 美 町 〇 28 3 〇 〇
涌 ⾕ 町 〇 22 0 〇 〇
美 ⾥ 町 〇 25 7 〇 〇 4号及び9号委員について、⼥

性を積極的に登⽤した。
⼥ 川 町 〇 20 2 〇 〇
南 三 陸 町 〇 24 4 〇 〇

市 区 町 村 Q6 Q7

Q9でその他を選択した場合に
は回答をお願いします。

地⽅防災会議を設置してい
ますか。

地⽅防災会議の委員の⼈数
（委員⻑を含む）について

教えてください。

地⽅防災会議に⼥性委員を増やすための
取組をしていますか？

地⽅防災会議に⼥性委員を増やすためにどのような取組を⾏っていますか？
Q8 Q9



宮 城 県
Q13 Q15

はい いいえ 指針を作成・
修正していな

い

Q11で「いい
え」または
「指針を作
成・修正して
いない」と回

答

防災・危機管
理担当部局と
男⼥共同参画
部局や男⼥共
同参画セン
ターと連携し
て作成した。

男⼥共同参画
部局や男⼥共
同参画セン
ターの役割を
位置づけた。

住⺠参画によ
るワーク

ショップや意
⾒交換を実施
し、⼥性の意
⾒を聞くため
の⼯夫をし

た。

その他 記載されてい
ない、または
Q11で「指針
を作成・修正
していない」

                       と回答

プライバシー
の確保

情報の伝達、
コミュニケー
ションの確保

妊産婦、乳幼
児を持つ⼥性
への⽀援

避難所内での
託児所の設置

病⼈、障害
者、⾼齢者な
どの世話をし
ている⽅への

⽀援

⼥性への暴⼒
やセクハラ防
⽌のための安

全対策

避難所運営へ
の⼥性の参画

の推進

その他

仙 台 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⽯ 巻 市 〇 〇 〇
塩 竈 市 〇 〇 〇 ⼥性専⾨委員会の設置 〇 〇 〇
気 仙 沼 市 〇 〇 〇
⽩ ⽯ 市 〇 〇 〇 〇 〇
名 取 市 〇 〇 地域防災計画へ『防災会

議委員に学識経験者や住
⺠代表を加えるととも
に、⼥性の参画の拡⼤に
努め、男⼥共同参画その
他の多様な視点を取り⼊
れた防災体制を確⽴す
る』旨を記載し、⼥性職
員等の意⾒も取り⼊れて
作成している。

〇 〇

⾓ ⽥ 市 〇 〇 〇 〇
多 賀 城 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
岩 沼 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
登 ⽶ 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
栗 原 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 相談窓⼝設置の際、⼥性相

談員の設置に配慮する。
東 松 島 市 〇 〇 〇 〇 〇
⼤ 崎 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
富 ⾕ 市 〇 〇 〇 〇 〇
蔵 王 町 〇 〇 〇 〇
七 ヶ 宿 町 〇 〇 〇 〇 〇
⼤ 河 原 町 〇 〇 〇 〇 〇 〇
村 ⽥ 町 〇 〇 〇 〇
柴 ⽥ 町 〇 〇 〇 〇
川 崎 町 〇 〇 〇
丸 森 町 〇 〇 〇
亘 理 町 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⼭ 元 町 〇 〇 東⽇本⼤震災の経験を踏

まえ、⼥性⽬線での作成
を⼼掛けた。

〇 〇 〇 〇 〇

松 島 町 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
七 ヶ 浜 町 〇 〇 〇 〇 〇
利 府 町 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⼤ 和 町 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⼤ 郷 町 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⼤ 衡 村 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⾊ ⿇ 町 〇 〇 〇 〇 〇
加 美 町 〇 〇 〇 〇 〇
涌 ⾕ 町 〇 〇 避難所運営ガイドライン

を参考に男⼥共同参画の
視点を取り⼊れた。

〇 〇 〇

美 ⾥ 町 〇 〇 〇
⼥ 川 町 〇 〇 〇
南 三 陸 町 〇 〇 ⼥性参加の打ち合わせの

場を設けた。
〇 〇

市 区 町 村 Q11 Q14

避難所運営に関する指針（⼿引き、マニュアル、ガイドラインを含む）に次の項⽬が記載されていますか？ Q14でその他を選択した場
合には回答をお願いしま

す。

地域防災計画や避難所運営に関する指針（⼿引き、マニュアル、ガイドラ
インを含む）の作成・修正にあたり、男⼥共同参画の視点を取り⼊れるた

めにどのような取組を⾏っていますか？

Q12でその他を選択した
場合には回答をお願いし

ます。

これまでに地域防災計画や避難所運営に関
する指針（⼿引き、マニュアル、ガイドラ
インを含む）の作成・修正にあたって、男
⼥共同参画の視点を取り⼊れるための取組

をしていますか？
（令和 年 ⽉ 時点）

Q12



宮 城 県
Q17

記載されて
いない、ま
たはQ11で
「指針を作
成・修正し
ていない」

 と回答

更⾐室 授乳室 おむつ替え
スペース
（⼤⼈⽤、
こども⽤）

トイレ（男
⼥別、多⽬

的）

間仕切り
（感染症予
防の観点の
みからの設
置は含まな

い）

男⼥別洗濯
物⼲し場

簡易調理施
設（調乳や
離乳⾷・介
護⾷の調理
等のため）

その他 ⼥性⽤品：
⽣理⽤ナプ

キン

⼥性⽤品：
おりもの
シート

⼥性⽤品：
サニタリー
ショーツ

⼥性⽤品：
防犯ブザー/
ホイッスル

⼥性⽤品：
⼥性⽤下着
（各種サイ
ズ）

若者（⼥
性）：⼥児
⽤下着（発
達段階ごと
に適したサ
イズ、形態
のもの）

妊産婦：妊
産婦⽤下着

妊産婦：妊
産婦⽤⾐類

妊産婦：⺟
乳パッド

⼥性・妊産
婦⽤品を備
蓄していな

い

仙 台 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⽯ 巻 市 〇 〇
塩 竈 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
気 仙 沼 市 〇 〇
⽩ ⽯ 市 〇 〇 〇
名 取 市 〇 〇 〇 〇 〇
⾓ ⽥ 市 〇 〇 〇 〇 〇
多 賀 城 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
岩 沼 市 〇 〇 〇
登 ⽶ 市 〇 〇
栗 原 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇
東 松 島 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⼤ 崎 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇
富 ⾕ 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
蔵 王 町 〇 〇 〇
七 ヶ 宿 町 〇 〇 〇 〇 〇
⼤ 河 原 町 〇 〇 〇 〇 〇 〇
村 ⽥ 町 〇 〇 〇
柴 ⽥ 町 〇 〇
川 崎 町 〇 〇 〇
丸 森 町 〇 〇 〇 〇 〇 〇
亘 理 町 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⼭ 元 町 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
松 島 町 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
七 ヶ 浜 町 〇 〇 〇 〇
利 府 町 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⼤ 和 町 〇 〇 〇 〇 〇
⼤ 郷 町 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⼤ 衡 村 〇 〇 〇 〇
⾊ ⿇ 町 〇 〇 〇
加 美 町 〇 〇 〇 〇 〇
涌 ⾕ 町 〇 〇
美 ⾥ 町 〇 〇 〇 〇 〇
⼥ 川 町 〇 〇
南 三 陸 町 〇 〇

避難所運営に関する指針（⼿引き、マニュアル、ガイドラインを含む）に男⼥共同参画の視点を考慮して、下記の設
備の設置が記述されていますか？

Q16でその
他を選択し
た場合には
回答をお願
いします。

現時点（令和4年12⽉31⽇時点）で貴市区町村が主として常備備蓄しているものについて、教えてください。
市 区 町 村 Q16 Q18



宮 城 県

乳幼児⽤
品：粉ミル
ク（アレル
ギー⽤含
む）⼜は液
体ミルク

乳幼児⽤
品：枕や
クッション
（授乳室ご
とに数個）

乳幼児⽤
品：授乳⽤
ケープ・バ
スタオル等
（ストール
でも可）

乳幼児⽤
品：乳幼児
⽤飲料・軟

⽔

乳幼児⽤
品：哺乳
瓶・⼈⼯乳
⾸・コップ
（授乳⽤に
使い捨て紙
コップ可）

乳幼児⽤
品：消毒
剤・洗剤・
洗浄⽤ブラ
シ等の器具

乳幼児⽤
品：湯沸か
し器具・煮
沸⽤鍋（⾷
⽤と別）

乳幼児⽤
品：離乳⾷
（アレル
ギー対応⾷
を含む）

乳幼児⽤
品：⽫・ス
プーン（乳
幼児サイ
ズ）

乳幼児⽤
品：乳幼児
⽤紙おむつ
（各種サイ
ズ、⼥児
⽤、男児
⽤）

乳幼児⽤
品：おしり

ふき

乳幼児⽤品
を備蓄して
いない

介護⽤品：
⼤⼈⽤紙お
むつ（各種
サイズ、⼥
性⽤、男性

⽤）

介護⽤品：
尿取りパッ
ド（⼥性
⽤、男性
⽤）

介護⽤品：
おしりふき

介護⽤品：
介護⾷（お
かゆ、とろ
み⾷、とろ
み剤）

介護⽤品：
簡易トイ
レ・据置式
洋式トイレ

介護⽤品：
防犯ブザー
/ナース
コール

介護⽤品：
義⻭洗浄剤

外国⼈（⼥
性）：ス
トール

外国⼈（⼥
性）：宗教
上の理由に
関わらず⾷
べられる⾷

べ物

共通：中⾝
の⾒えない
ゴミ袋（⽣
理⽤品、お
むつ⽤等）

共通：ス
プーン・
フォーク
（外国⼈、
介護⽤等）

共通：プラ
イバシーが
⼗分に保護
される間仕
切り・パー
ティション

共通：⾜腰
が悪い⼈の
ための寝具
（段ボール
ベッド等）

介護、外国
⼈（⼥性）
⽤品等を備
蓄していな

い

仙 台 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⽯ 巻 市 〇 〇 〇 〇
塩 竈 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
気 仙 沼 市 〇 〇 〇 〇
⽩ ⽯ 市 〇 〇 〇
名 取 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⾓ ⽥ 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
多 賀 城 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
岩 沼 市 〇 〇 〇 〇
登 ⽶ 市 〇 〇 〇
栗 原 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
東 松 島 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⼤ 崎 市 〇 〇 〇 〇 〇
富 ⾕ 市 〇 〇 〇 〇
蔵 王 町 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
七 ヶ 宿 町 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⼤ 河 原 町 〇 〇
村 ⽥ 町 〇 〇
柴 ⽥ 町 〇 〇 〇 〇 〇
川 崎 町 〇 〇 〇 〇 〇 〇
丸 森 町 〇 〇
亘 理 町 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⼭ 元 町 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
松 島 町 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
七 ヶ 浜 町 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
利 府 町 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⼤ 和 町 〇 〇 〇 〇
⼤ 郷 町 〇 〇 〇
⼤ 衡 村 〇 〇 〇 〇
⾊ ⿇ 町 〇 〇
加 美 町 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
涌 ⾕ 町 〇 〇 〇
美 ⾥ 町 〇 〇
⼥ 川 町 〇 〇
南 三 陸 町 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

現時点（令和4年12⽉31⽇時点）で貴市区町村が主として常備備蓄しているものについて、教えてください。 現時点（令和4年12⽉31⽇時点）で貴市区町村が主として常備備蓄しているものについて、教えてください。
市 区 町 村 Q19 Q20



宮 城 県
Q24

はい いいえ 計画を策定し
ていない

はい いいえ Q22で「いい
え」と回答

物資の準備の際にガ
イドラインの「備蓄
チェックシート」を

活⽤した。

物資の準備の際に⼥
性職員や男⼥共同参
画部局の職員が参画

した。

公的な備蓄だけでは
対応できない事態が
⽣じることを想定
し、⼥性、乳幼児等
が必要とする物資の調
達のため、倉庫業者
や運送業者等の関係
団体や企業との協定
や、他の地⽅公共団
体と災害援助協定を

締結した。

住⺠に平常時からの
備えを促すため、⼥
性⽤品や乳幼児⽤品
を含む⽣活必需品の
ローリングストックや
⾮常時持出袋の準備
等について、防災訓
練や各種イベント等を
通じて啓発した。

その他

仙 台 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⽯ 巻 市 〇 〇 〇
塩 竈 市 〇 〇 〇 新たなチェックシートの作成
気 仙 沼 市 〇 〇 〇
⽩ ⽯ 市 〇 〇 〇
名 取 市 〇 〇 〇 〇 〇
⾓ ⽥ 市 〇 〇 〇 〇 〇
多 賀 城 市 〇 〇 〇 〇 〇
岩 沼 市 〇 〇 〇 〇
登 ⽶ 市 〇 〇 〇
栗 原 市 〇 〇 〇
東 松 島 市 〇 〇 〇
⼤ 崎 市 〇 〇 〇
富 ⾕ 市 〇 〇 〇
蔵 王 町 〇 〇 〇
七 ヶ 宿 町 〇 〇 〇
⼤ 河 原 町 〇 〇 〇
村 ⽥ 町 〇 〇 〇
柴 ⽥ 町 〇 〇 〇 ⼥性⽤品の確保について検

討。
川 崎 町 〇 〇 〇
丸 森 町 〇 〇 〇
亘 理 町 〇 〇 〇
⼭ 元 町 〇 〇 〇 〇 〇 〇
松 島 町 〇 〇 〇
七 ヶ 浜 町 〇 〇 〇
利 府 町 〇 〇 〇
⼤ 和 町 〇 〇 〇
⼤ 郷 町 〇 〇 〇
⼤ 衡 村 〇 〇 〇
⾊ ⿇ 町 〇 〇 〇
加 美 町 〇 〇 〇
涌 ⾕ 町 〇 〇 〇
美 ⾥ 町 〇 〇 〇
⼥ 川 町 〇 〇 〇
南 三 陸 町 〇 〇 〇

Q18〜20の備蓄品について、期限管理や定期
的な在庫確認（棚卸し）について備蓄計画等

で決めていますか？
（令和4年12⽉31⽇時点）

これまで物資の備蓄にあた
り、男⼥共同参画の視点を取
り⼊れるための取組をしてい

ますか？
（令和4年12⽉31⽇時点）

物資の備蓄にあたり、男⼥共同参画の視点を取り⼊れるためにどのような取組を⾏っていますか？ Q23でその他を選択した場合
には回答をお願いします。

市 区 町 村 Q21 Q22 Q23



宮 城 県
Q27 Q30

はい いいえ Q25で「い
いえ」と回

答

⾃治会⻑や
⾃主防災組
織の男性
リーダーに
対し、男⼥
共同参画の
視点の重要
性について
の理解促進
や啓発を
⾏った。

⼥性による
⾃主防災組
織の形成を
⽀援した。

その他 はい いいえ Q28で「い
いえ」と回

答

⼥性を対象
とした防災
リーダー養
成講座を実
施した。

男⼥共同参
画の視点か
らの防災を
テーマに
し、住⺠向
けの防災講
座やセミ
ナーを実施
した。

⼥性を中⼼
とした防災
訓練を実施
した。もし
くは、防災
訓練に⼥性
の参加者を
増やすため
の⼯夫を
⾏った。

その他

仙 台 市 〇 〇 〇 〇 〇 地域防災計画の基本⽅針の中
に、男⼥共同参画の視点につい
て明記しているほか、仙台市避
難所運営マニュアルには、各種
活動において男⼥ニーズの違い
やプライバシーへの配慮が⾏わ
れるように調整することなどを
記載している。

⽯ 巻 市 〇 〇 〇 〇
塩 竈 市 〇 〇 〇 〇
気 仙 沼 市 〇 〇 〇 〇
⽩ ⽯ 市 〇 〇 〇 〇
名 取 市 〇 〇 市の総合防災訓練等で、

地域婦⼈団体（婦⼈防⽕
クラブ等）へ参加呼びか
けを⾏っている。

〇 〇 〇

⾓ ⽥ 市 〇 〇 防災指導員養成講座の受
講の協⼒依頼。

〇 〇

多 賀 城 市 〇 〇 〇 〇 〇 ⼥性に対する防災講話
婦⼈防⽕クラブ、婦⼈会連絡会
との連携した⾃助、共助の啓発

岩 沼 市 〇 〇 〇 〇
登 ⽶ 市 〇 〇 〇 〇
栗 原 市 〇 〇 宮城県防災指導員養成講

座について⼥性消防団へ
案内し、受講いただいて
いる。

〇 〇 宮城県防災指導員養成講座につ
いて⼥性消防団へ案内し、受講
いただいている。

東 松 島 市 〇 〇 〇 〇
⼤ 崎 市 〇 〇 〇 〇
富 ⾕ 市 〇 〇 宮城県が実施する防災指

導員養成講習において⼥
性を優先した育成への取
組

〇 〇 〇 総合防災訓練において婦⼈防⽕
クラブによる訓練への参加機会
を設けた。

蔵 王 町 〇 〇 〇 〇
七 ヶ 宿 町 〇 〇 〇 〇
⼤ 河 原 町 〇 〇 〇 〇
村 ⽥ 町 〇 〇 〇 〇
柴 ⽥ 町 〇 〇 〇 〇
川 崎 町 〇 〇 宮城県が実施する防災指

導員養成講習会に積極的
に⼥性の受講を促した。

〇 〇

丸 森 町 〇 〇 〇 〇
亘 理 町 〇 〇 〇 〇
⼭ 元 町 〇 〇 〇 〇
松 島 町 〇 〇 〇 〇 防災指導員養成講習に⼥性の参

加も呼びかけた。
七 ヶ 浜 町 〇 〇 〇 〇
利 府 町 〇 〇 〇 〇
⼤ 和 町 〇 〇 〇 〇 〇
⼤ 郷 町 〇 〇 〇 〇
⼤ 衡 村 〇 〇 〇 〇
⾊ ⿇ 町 〇 〇 〇 〇
加 美 町 〇 〇 〇 〇
涌 ⾕ 町 〇 〇 〇 〇 町の防災訓練への積極的な参加

依頼
美 ⾥ 町 〇 〇 〇 〇
⼥ 川 町 〇 〇 〇 〇
南 三 陸 町 〇 〇 〇 〇

Q29でその他を選択した場合に
は回答をお願いします。

市 区 町 村 Q25 Q26 Q28 Q29

これまで⾃主防災組織へ
の⼥性の参画を促すため
の取組をしていますか？
（令和4年12⽉31⽇時

点）

これまで⾃主防災組織への⼥性の参画を促すために
どのような取組を⾏っていますか？

Q26でその他を選択した
場合には回答をお願いし

ます。

これまで地域の防災活動に
⼥性が参画するための取組

をしていますか？
（令和4年12⽉31⽇時点）

地域の防災活動に⼥性が参画するためにどのような取組を⾏ってい
ますか？



宮 城 県 ※令和4年1⽉1⽇〜12⽉31の期間に発⽣した災害、及び過去の災害に対しての災害対策本部（⼜は復興対策本部）で同期間も活動を続けているものについて回答したもの。
Q33 Q35

はい いいえ Q31で「いい
え」と回答

災害対策本部
の構成員に男
⼥共同参画担
当部局の⻑、
⼜は男⼥共同
参画センター
⻑を配置し

た。

災害対策本部
や下部組織
（避難所対策
チーム等）、
事務局組織に
⼥性職員、男
⼥共同参画担
当部局、男⼥
共同参画セン
ターの職員を
配置した。

その他 取組をしてい
ない

特にしていな
い

⼥性職員が宿
直等を安全・
安⼼に⾏える
環境の整備を
している。

庁舎内で⼀時
的にこどもを
預かるための
場所、⼈材を
確保してい
る。

⺠間の保育事
業者や介護事
業者等とこど
もや要配慮者
等の⼀時預か
りに関する協
定を提携して
いる。

メンタルヘル
スケアを⾏っ
ている。

（例：災害対
応に携わる職
員⾃⾝も被災
者であること
から、⽀援側
のストレス緩
和や⼼⾝のケ
アのための休
養や相談環境
の整備等）

その他

仙 台 市 〇 〇 〇 〇
⽯ 巻 市 〇 〇 〇
塩 竈 市 〇 〇 〇
気 仙 沼 市 〇 〇 〇
⽩ ⽯ 市 〇 〇 〇
名 取 市 〇 〇 〇
⾓ ⽥ 市 〇 〇 〇
多 賀 城 市 〇 〇 〇
岩 沼 市 〇 〇 〇
登 ⽶ 市 〇 〇 〇 〇
栗 原 市 〇 〇 〇
東 松 島 市 〇 〇 〇
⼤ 崎 市 〇 〇 〇
富 ⾕ 市 〇 〇 〇
蔵 王 町 〇 〇 〇 〇
七 ヶ 宿 町 〇 〇 〇
⼤ 河 原 町 〇 〇 〇
村 ⽥ 町 〇 〇 〇
柴 ⽥ 町 〇 〇 〇
川 崎 町 〇 〇 〇
丸 森 町 〇 〇 〇
亘 理 町 〇 〇 〇
⼭ 元 町 〇 〇 〇 〇 家庭の状況に応じた

配置
松 島 町 〇 〇 〇
七 ヶ 浜 町 〇 〇 〇
利 府 町 〇 〇 〇
⼤ 和 町 〇 〇 〇
⼤ 郷 町 〇 〇 〇
⼤ 衡 村 〇 〇 〇
⾊ ⿇ 町 〇 〇 〇
加 美 町 〇 〇 〇
涌 ⾕ 町 〇 〇 〇 〇
美 ⾥ 町 〇 〇 〇
⼥ 川 町 〇 〇 〇
南 三 陸 町 〇 〇 〇

市 区 町 村 Q34

令和4年12⽉31⽇時点において、災害対応業務に参画する⼥性職員・男性職員に対する⽀援
対策を⾏っていますか？

Q34でその他を選択
した場合には回答を
お願いします。

Q32でその他
を選択した場
合には回答を
お願いしま
す。（※）

令和4年1⽉1⽇から令和4年12
⽉31⽇までの間に、災害対策
本部（災害対策基本法で定義
される災害対策本部に限

る。）が設置されましたか？
（※）

災害対策本部において、男⼥共同参画の視点からの取組を⾏いましたか？
（※）

Q31 Q32



宮 城 県 ※令和4年1⽉1⽇〜12⽉31の期間に発⽣した災害、及び過去の災害に対しての災害対策本部（⼜は復興対策本部）で同期間も活動を続けているものについて回答したもの。
Q38

はい いいえ Q36で「いい
え」と回答

「避難所
チェックシー
ト」を活⽤
し、避難所の
設置・運営を
⾏った。

避難所の運営
にあたる職員
に「避難所
チェックシー
ト」の活⽤を
周知した。

プライバシー
の確保を⾏っ

た。

要配慮者への
配慮を⾏っ

た。

⼥性の視点を
踏まえたトイ
レ・⼊浴施設
の設置を⾏っ

た。

⼥性に対する
暴⼒の防⽌・
安全確保の取
組を⾏った。

避難所の運営
体制に⼥性が
参画するよう
推進した。

⼥性、男性、
育児・介護を
⾏う世帯等の
多様なニーズ
の把握を⾏っ

た。

その他 取組をしてい
ない

仙 台 市 〇 〇 「仙台市避難所運営マ
ニュアル」を活⽤し、
男⼥のニーズの違い
や、プライバシーへの
配慮、災害時要援護者
への配慮が⾏われるよ
う運営した。

⽯ 巻 市 〇 〇
塩 竈 市 〇 〇
気 仙 沼 市 〇 〇 災害の規模や避難所の

状況により、パーティ
ションを活⽤したプラ
イバシーの確保や要配
慮者への配慮に掛かる
取組を実施することと
なる。

⽩ ⽯ 市 〇 〇 〇 〇
名 取 市 〇 〇 〇 〇
⾓ ⽥ 市 〇 〇 〇 〇 〇
多 賀 城 市 〇 〇 〇
岩 沼 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
登 ⽶ 市 〇 〇
栗 原 市 〇 〇
東 松 島 市 〇 〇
⼤ 崎 市 〇 〇 〇
富 ⾕ 市 〇 〇
蔵 王 町 〇 〇 〇
七 ヶ 宿 町 〇 〇
⼤ 河 原 町 〇 〇
村 ⽥ 町 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
柴 ⽥ 町 〇 〇
川 崎 町 〇 〇
丸 森 町 〇 〇
亘 理 町 〇 〇 〇 〇
⼭ 元 町 〇 〇 〇 〇 〇
松 島 町 〇 〇
七 ヶ 浜 町 〇 〇
利 府 町 〇 〇
⼤ 和 町 〇 〇
⼤ 郷 町 〇 〇 〇 〇
⼤ 衡 村 〇 〇 〇
⾊ ⿇ 町 〇 〇 〇 〇
加 美 町 〇 〇 〇
涌 ⾕ 町 〇 〇
美 ⾥ 町 〇 〇
⼥ 川 町 〇 〇
南 三 陸 町 〇 〇 〇 〇

Q37

令和4年1⽉1⽇から令和4年
12⽉31⽇までの間に、避難
所が開設されましたか？

（※）

避難所の開設・運営にあたり、男⼥共同参画の視点からの取組を⾏いましたか？（※） Q37でその他を選択し
た場合には回答をお願
いします。（※）

市 区 町 村 Q36



宮 城 県 ※令和4年1⽉1⽇〜12⽉31の期間に発⽣した災害、及び過去の災害に対しての災害対策本部（⼜は復興対策本部）で同期間も活動を続けているものについて回答したもの。
Q40 Q43

Q39でその他を選択した場
合には回答をお願いしま

す。（※）

Q36で「いい
え」と回答

⼥性、男性、
育児・介護を
⾏う世帯等の
多様なニーズ
の把握を⾏っ

た。

⼥性⽤品、乳
幼児⽤品等の
物資や⾷料の
提供を⾏った

その他 取組をしてい
ない

はい いいえ Q41で「い
いえ」と回

答

復興対策本
部の構成員
に⼥性を配
置した。

復興対策本
部の事務局
組織に⼥性
職員、男⼥
共同参画担
当部局、男
⼥共同参画
センターの
職員を配置
した。

その他 取組をして
いない

仙 台 市 〇 在宅避難や⾞中泊避難等が
顕在化するような⼤規模ま
たは⻑期の災害はなかっ
た。

〇 〇

⽯ 巻 市 〇 〇 〇
塩 竈 市 〇 〇 〇
気 仙 沼 市 〇 〇 〇
⽩ ⽯ 市 〇 〇 〇
名 取 市 〇 〇 〇
⾓ ⽥ 市 〇 〇 〇
多 賀 城 市 〇 〇 〇
岩 沼 市 〇 〇 〇
登 ⽶ 市 〇 〇 〇
栗 原 市 〇 〇 〇
東 松 島 市 〇 〇 〇
⼤ 崎 市 〇 〇 〇 〇
富 ⾕ 市 〇 〇 〇
蔵 王 町 〇 〇 〇
七 ヶ 宿 町 〇 〇 〇
⼤ 河 原 町 〇 〇 〇
村 ⽥ 町 〇 〇 〇
柴 ⽥ 町 〇 〇 〇
川 崎 町 〇 〇 〇
丸 森 町 〇 〇 〇
亘 理 町 〇 〇 〇
⼭ 元 町 〇 〇 〇
松 島 町 〇 〇 〇
七 ヶ 浜 町 〇 〇 〇
利 府 町 〇 〇 〇
⼤ 和 町 〇 〇 〇
⼤ 郷 町 〇 〇 〇
⼤ 衡 村 〇 〇 〇
⾊ ⿇ 町 〇 〇 〇
加 美 町 〇 〇 〇
涌 ⾕ 町 〇 〇 〇
美 ⾥ 町 〇 〇 〇
⼥ 川 町 〇 〇 〇
南 三 陸 町 〇 〇 〇
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Q42でその他を選択した場
合には回答をお願いしま

す。（※）

Q42

在宅避難、⾞中泊避難を含む避難所以外の避難者について、男⼥共同参画
の視点からの取組を⾏いましたか？（※）

令和4年1⽉1⽇から令和4
年12⽉31⽇までの間に、
復興対策本部が設置され

ましたか？（※）

復興対策本部において、男⼥共同参画の視点からの取組を⾏いまし
たか？（※）



宮 城 県 ※令和4年1⽉1⽇〜12⽉31の期間に発⽣した災害、及び過去の災害に対しての災害対策本部（⼜は復興対策本部）で同期間も活動を続けているものについて回答したもの。
Q45 Q46

Q41で「いい
え」と回答

復興計画の策定
に向けた委員会
等において⼥性
委員の割合を増
やす等、⼥性の
参画を促した。

復興計画委員会
の下部組織（分
科会）に⼥性の
参画を促した。

⽣活再建⽀援と
して、⼥性の視
点からの取組を

⾏った。

その他 取組をしていな
い

仙 台 市 〇 特になし
⽯ 巻 市 〇 宮城県の事業で進められている「⼥性に

優しい防災推進モデル事業」に連携して
取り組んでいる。

塩 竈 市 〇 男⼥共同参画の視点を取り⼊れた防災計
画の改訂を⾏っています。

気 仙 沼 市 〇 避難所運営マニュアルについて、今後男
⼥共同参画の視点を⼊れた内容に⾒直し
を⾏う予定。

⽩ ⽯ 市 〇 研修会・講習会の受講
名 取 市 〇 特になし
⾓ ⽥ 市 〇 特になし
多 賀 城 市 〇 特になし
岩 沼 市 〇 令和5年3⽉2⽇、市内在住の防災⼠向け

に、県と市共催による意⾒交換会を予定
している。会では、NPO法⼈防災⼠会み
やぎの副理事⻑を講師に、⼥性の視点を
踏まえつつ、防災⼠が地域で活躍するた

                            めの意⾒交換を⾏う。

登 ⽶ 市 〇 特になし
栗 原 市 〇

現状、取り組みは少ないものの、避難所
開設が⻑期化した場合などを想定し、共
同参画の視点が重要と考えています。

東 松 島 市 〇 ⽣活再建等に⾄らない災害であった。特になし
⼤ 崎 市 〇 特になし
富 ⾕ 市 〇 特になし
蔵 王 町 〇 特になし
七 ヶ 宿 町 〇 特になし
⼤ 河 原 町 〇 特になし
村 ⽥ 町 〇 特になし
柴 ⽥ 町 〇 特になし
川 崎 町 〇 特になし
丸 森 町 〇 特になし
亘 理 町 〇 特になし
⼭ 元 町 〇 特になし
松 島 町 〇 特になし
七 ヶ 浜 町 〇 特になし
利 府 町 〇 特になし
⼤ 和 町 〇 特になし
⼤ 郷 町 〇 特になし
⼤ 衡 村 〇 特になし
⾊ ⿇ 町 〇 特になし
加 美 町 〇 特になし
涌 ⾕ 町 〇 特になし
美 ⾥ 町 〇 特になし
⼥ 川 町 〇 特になし
南 三 陸 町 〇 特になし

その他、復旧・復興にあたり、男⼥共同参画の視点からの取組を⾏いましたか？（※） Q44でその他を選択した場合には回答
をお願いします。（※）

その他に男⼥共同参画の視点からの防災
に関して取り組んでいることがありまし
たら記載をお願いします。特にない場合
には、「特になし」と回答してくださ

い。

市 区 町 村 Q44


